
 

下小深川の ISC 第 3 リサイクルセンターがある場所は、１４３年前から多くの最先端の工場が操業されてきました。 

今回はその変遷について紹介します。 

① 明治１６年(１８８３年)７月～「廣島綿糸紡績会社」がこの地での最初の工場を創業を開始、動力は水車であった。 

② 明治２６年(１８９３年)～頭取海塚新八が、資本金２０万円で「廣島綿糸紡績株式会社」として操業を開始。 

③ 明治３５年(１９０２年)～社長海塚新八が個人経営の「海塚紡績所」として操業を開始し、明治４４年まで続いた。 

④ 大正３年(１９１４年)～「山積綿行株式会社」が動力を蒸気機関に変え、社宅や寮などを建設し盛況を極めていたが、 
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により紡績工場を休業。 
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の工場として操業を開始。 

⑥ 昭和１９年(１９４４年)～戦争が始まると軍に接収され、軍需工場として防毒マスクが製造された。 

⑦ 昭和２０年(１９４５年)～軍需工場として、「昭和金属株式会社」となり、防毒マスクなどを製造。戦後は、「広島製缶」から「新広島製缶」に名を 

変更し製缶関係を製造。昭和５１年(１９７６年)に、「トヨタオート広島株式会社」が土地の一部を取得し、社宅と独身寮を建設。 

⑧ 昭和５６年(１９８１年)～「岩崎大理石株式会社」が大理石加工工場として操業を開始したが、安価な大理石加工物が海外より入り倒産。 

⑨ 平成１９年(２００７年)～「株式会社ＩＳＣ」が土地を取得し、平成２２年７月より、リサイクルセンターとして環境に留意し操業を開始し現在に至る。 

下小深川の広さ１万㎡余りの工業地帯には、この様に多くの工場の歴史があります。 
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